
I can hardly wait to be with you again  ～あなたに再び会えるのが待ちきれない～ 

 

 

 

 

 

 計画姓ある生活を ～予定を確認して～ 

 夏休み明けから２週間が経ち、先週、前期期末試験も終えました。この週末と次週の

２回３連休があります。何か楽しい予定を入れるのもいいですね。 

夏休み明け初日の全校放送でお話しましたが、計画性を持って過ごすことを大切にし

てください。予定表を確認し、いつ何があるのか、そのために今日は何をするのか、何

が必要なのか見通しをもって行動しましょう。たぶん、言われなくても普通にやってい

ることだと思います。例えば、翌日の持ち物を用意しておく、学校に間に合うように時

間を見て家を出るなどしていますよね。先の見通しをもっているからとる行動です。で

きれば、一夜漬けではできないような時間がかかることを計画的に進める、荷物の多い

日や雨の日はいつもより時間がかかってしまうだろうから早めに出る、などもできる人

であって欲しいです。入試や定期テストに向けての勉強、量の多い宿題、または部活動

の大会に向けての練習などは特に計画的に準備したかどうかが大きく結果に影響してき

ます。 

 9/1 避難訓練  

9 月 1 日は 1923 年(大正 12 年)年に関東大震災が起こった日で、防災訓練 

が行われる日です。「地震 雷 火事 親父」日常生活の中で恐ろしいとされて 

いるものを並べているお馴染みの言葉です。昔は父の権力が非常に強く、父親に 

逆らうなど到底不可能でしたが、時代は変わるものです。 

さて、みなさんは特に大きな心配事な

く平和に過ごしていると思いますが、い

つ何時、危機に遭遇するか分かりません。

大きな災害があった日などに、もしもの

時の対応を定期的に確認しておくこと

は大切です。学校では避難訓練を行いま

すが、家庭でも、そして一人でいるとき

だったらどう行動すればよいのか、確認

する機会としましょう。本校では主に火

災や地震を想定した訓練を実施してい

ますが、家庭では大雨などによる洪水や

がけ崩れなども場所によっては想定す

る必要があるのではないでしょうか。最

後は、自分の身は自分で守るのです。 

 裏面へ 

タイトル上のメッセージ 

今月取り上げる一文は、“Superstar”という曲です。

この歌のスーパースターとは、名ギターリストを想定

しています。私はロックやフュージョンで使われるエ

レキ・ギターのサウンドが大好きです。あんな風に弾

けたら気持ちいいいいだろうなと憧れます。中学生位

だと、ギターが弾けるなんてカッコイイって思うので

はないでしょうか。 

さて、I can wait なら「私は待つことができる」で

すが、それに hardly がついているので、「ほとんど～

ない」と否定的な意味になります。大ファンの歌手や

アイドルの次のライブのことを考えたりしていると、

この英文のような気持になりますね。ワクワクしなが

ら「待てない」という時間を過ごすのも貴重なのでは

ないでしょうか。 
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 オリビア・ニュートンジョン  

先日、教育委員会へ電話をしたとき、保留音の曲が「そよ風の誘惑」でした。ふと、

夏休み中の８月８日、1970 年代から 1980 年代半ばにかけて多くのヒット曲を放ち、

高い人気を博したオリビア・ニュートンジョン（Dame Olivia Newton-John）が亡く

なったというニュースを思い出しました。今年のこの学校便りの英語のメッセージはカ

ーペンターズにしていますが、オリビアの歌も大変素晴らしく、取り上げたい歌がたく

さんあります。まだ小中学生の頃、オリビア・ニュートンジョンという名前が TV やラ

ジオからよく聞こえてきたときは、名前の響きから男性なのだろうと思っていました。

自分にとって一番好きだった曲は「そよ風の誘惑」。はじめは英語をよく理解していなか

った頃だったのでメロディーが好きでしたが、歌詞を理解するとますますいい歌だなと

思うようになりました。彼女の独特の歌声は心に染み入ってきたものでした。英語の授

業をやっていたときは、いつも現在完了を扱うときにこの歌を取り上げていました。 

There was a time                        あなたみたいに慌ただしくて 

When I was in a hurry as you are        そんな時があったわ 

I was like you                            私はあなたみたいだった 

 

There was a day                 意見を言わなきゃ気が済まなかった  そんな日があったわ 

When I just had to tell my point of view 

I was like you                   私はあなたみたいだった 

 

Now I don't mean to make you frown    あなたを しかめっ面にさせるつもりはないの 

No, I just want you to slow down      私はただ  あなたに ゆっくり生きてほしいの 

  

Have you never been mellow            肩の力を抜いたことはないの？ 

Have you never tried                    あなた自身の中から 

To find a comfort from inside you       安らぎを見出そうとしたことはないの？ 

  

Have you never been happy           お気に入りの曲を聞くだけで 

Just to hear your song                  幸せな気持ちになれたことはないの？ 

Have you never let someone else be strong  

あなたは他の誰かを元気づけたことはないの？ 

～オリビア・ニュートンジョン『そよ風の誘惑』～ 

頑張っているのにうまくいかないとき、人に心配してもらっているのに素直に受け入

れられないときなどに、この曲、この歌詞を思い出してみてください。聴いてみてくだ

さい。少し元気を取り戻せると思います。 

オリビアの晩年は長い闘病だったそうです。ご冥福をお祈りいたします。 

 「水の作文」 ４名入賞  

政府の水循環政策本部、国土交通省、県共催の第４４回「全日本中学生水の作文コン

クール」の表彰式が７月 27 日に県庁で行われ、次の３年生４名が入賞しました。【優秀

賞】W.I さん【入選】S.K.さん、Y.I さん【水源環境賞】M.C.さん ※HP ではイニシャル標記 


